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先日の図書館おはなし会のお客様は、
二組の親子でした。３、４歳の男の子
とお父さん、１年生の女の子とお母さ
ん。用意した本のうち何を読もうかし
ら？と思いながら、３冊目に『こすず
めのぼうけん』（エインワース文 石
井桃子訳 堀内誠一絵 1977年刊 福
音館書店）を読みました。45年も前に
出版された絵本ですが、おはなし会の
常連ともいえる不朽の名作です。

ある日、こすずめは、お母さんすずめ
と初めて飛ぶ練習をします。初めて空
に飛びだしたこすずめは、地面に落ち
ることなく、飛ぶことができました。
その喜びの中で元気に飛び出したこす
ずめでしたが、やがて疲れて、どこか
で休まなくてはならなくなしました。
こすずめは、いろいろな鳥の巣のふち
に止まって、「少し休ませていただけ
ませんか。」と頼むのですが、巣の主
と同じ鳴き声で鳴けないこすずめに
返ってくるのは、「仲間じゃないか
ら。」という返事でした。

おはなしが進むにつれて、観客の子ど
もたちの様子が、変化します。お父さ
んの陰に隠れてしまう男の子。お母さ
んにぴったりくっつく女の子。心の中
で「あれ？怖い？心配？」と私。大丈
夫、大丈夫と目で子どもたちを励まし
ながら、おはなしを続けます。そして、
お母さんすずめのシルエットの絵のあ
るページに来ると、女の子が小さな声
で「お母さんだ。」と嬉しそうにつぶ
やきました。

おはなしの力を感じるのは、こんな時
です。おはなしは、聞いている子ども
たちの心をがっちりつかんで、二人は
たぶんこすずめになっていました。そ
して、おはなしの終わりには、お母さ
んすずめといっしょに巣に帰り、お母
さんのあたたかいつばさのしたで眠っ
たのだと思います。

作者は、イギリスの作家エインワース
さん。訳者は、たくさんの児童書の翻
訳をなさっている石井桃子さん。絵は、
たくさんの絵本を手掛けている堀内誠
一さんです。おはなし自体が、国も時
代も超えて子どもたちの心に届くもの
ですし、加えて、翻訳されたすばらし
い日本語と、様々な景色や鳥たちを美
しく描いた絵の力が、この絵本が長く
読み継がれているための力だと思いま
す。
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